
 　　委託大要　　　　　
運転管理業務 一式

 保守点検業務　　　　　 一式
 水質毎日検査業務　　　　　一式

その他業務 一式

 委託期間　　　　　
 令和７年１０月１日から令和１０年９月３０日まで（３年間）　　　　　

（地方自治法第２３４条の３に基づく長期継続契約）

委

託

大

要

委　　託　　場　　所 　川越市大字中福３６０番地ほか６５箇所

令和 7

委　　　　託　　　　名 　中福受水場その他水道施設運転管理業務委託

年度 仕 様 書



単位

式

式

式

式

式

式

式

式

本　　委　　託　　内　　訳　　表
工　　　種　　　種　　　別 数 量 単　　価 金　　額 摘         要

本委託費

　　直接委託費

　　　運転管理業務費
1 内訳書第1号のとおり

　　　保守点検業務費
1 内訳書第2号のとおり

　　　水質毎日検査業務費
1 内訳書第3号のとおり

　　　その他業務費
1 内訳書第4号のとおり

　　直接委託費計

　　直接経費
1 内訳書第5号のとおり

　　技術経費
1

　　間接業務費
1

　委託原価

P.    1

　　諸経費
1



単位

式

式

本　　委　　託　　内　　訳　　表
工　　　種　　　種　　　別 数 量 単　　価 金　　額 摘         要

　委託価格（１年・１２箇月間）

　委託価格（月額）

消費税等相当額（月額）
1

本委託費計（月額）

　委託価格（３年・３６箇月間）

消費税等相当額（３年・３６箇月間）
1

本委託費計（３年・３６箇月間）

P.    2



第 号

P.    3

合計

　（夜間）　計

人
　　保全技術員補 技能員相当

人
　　保全技術員 技術員相当

人
　　保全技師補 主任相当

人
　　保全技師Ⅱ 副業務総括責任者相当

人
　　保全技師Ⅰ 業務総括責任者相当
　（夜間）

　（昼間）　計

人
　　保全技術員補 技能員相当

人
　　保全技術員 技術員相当

人
　　保全技師補 主任相当

人
　　保全技師Ⅱ 副業務総括責任者相当

人
　　保全技師Ⅰ 業務総括責任者相当

１ 運 転 管 理 業 務 費 １式当内訳書
工　　　種　　　種　　　別 単位 数 量 単　　価 金　　額 摘      　   要

　（昼間）



第 号

第 号

P.    4

合計

　人
　保全技術員補 技能員相当

3 水 質 毎 日 検 査 業 務 費 １式当内訳書
工　　　種　　　種　　　別 単位 数 量 単　　価 金　　額 摘      　   要

合計

人
　保全技術員補 技能員相当

人
　保全技術員 技術員相当

人
　保全技師補 主任相当

人
　保全技師Ⅱ 業務副総括責任者相当

人
　保全技師Ⅰ 業務総括責任者相当

2 保 守 点 検 業 務 費 １式当内訳書
工　　　種　　　種　　　別 単位 数 量 単　　価 金　　額 摘      　   要



第 号

第 号

P.    5

合計

　　緊急時購入費 式 1

5 直 接 経 費 （ 積 上 げ ） １式当内訳書
工　　　種　　　種　　　別 単位 数 量 単　　価 金　　額 摘      　   要

合計

人 簡易清掃、簡易除草
　保全技術員補 技能員相当

４ そ の 他 業 務 費 １式当内訳書
工　　　種　　　種　　　別 単位 数 量 単　　価 金　　額 摘      　   要
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（総則） 
第１条 受注者は、発注者が管理する受水場、浄水場、水源施設、増圧ポンプ施設、配水圧力制

御施設及び水質監視局（以下「受水場等」という。）の機能が十分発揮できるよう、本仕様書に

定めるもののほか、特記仕様書、契約書及びその他関係書類等に基づき、誠実かつ安全に業務

を履行しなければならない。 
 
（目的） 
第２条 本仕様書は、受水場等の運転管理業務を適正かつ円滑に実施するため、委託契約書及び

設計図書の内容について統一的な解釈及び運用を図り、その他必要な事項を定め、契約の適正

な履行を図ることを目的とする。 
 
（業務範囲） 
第３条 本委託は、受水場等の設備機器の運転・操作・保守点検を行うことを業務範囲とする。

詳細については、特記仕様書による。 
 
（委託期間） 
第４条 委託期間は、地方自治法第２３４条の３に基づく長期継続契約とし、令和７年１０月１

日から令和１０年９月３０日までの３年間とする。 
２ 契約締結日から令和７年９月３０日までを準備期間とする。 
 
（対象施設） 
第５条 業務の対象施設は、特記仕様書による。 
 
（施設の運転日及び運転時間） 
第６条 業務対象施設の運転日及び運転時間は、毎日２４時間連続とする。ただし、テロ及び天

災事変等の事故及び重故障等、予測し得ない事象が発生するなど、緊急回避として設備停止に

至った場合等については、別途協議とする。 
 
（法令の遵守） 
第７条 受注者は、業務の履行にあたり、水道法のほか労働関連法令、その他関係法令を遵守し

なければならない。 
 
（入札書記載事項） 
第８条 入札書に記載する金額については、消費税及び地方消費税を含まない額とし、かつ、月

額を記載すること。 
 
（その他特記事項） 
第９条 この入札は、地方自治法第２３４条の３に基づく「川越市長期継続契約を締結すること

ができる契約を定める条例」に規定する長期継続契約に該当するものであり、当該入札執行後
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の契約については「翌年度以降の歳出予算の金額について減額又は、削除があった場合には当

該契約は解除することができる」旨及び損害賠償に関する事項を契約書に記載する。 
また、この契約の締結後に、消費税法（昭和 63 年法律第 108 号）等の改正により、消費税

額等の額に変動が生じた場合は、発注者は、この契約を何ら変更することなく契約金額に相当

する消費税額等を加減して支払うものとする。ただし、税法上経過措置の対象となる場合には、

経過措置が優先して適用される。 
２ 本業務の一部を第三者に再委託する場合は、再委託する業務内容、再委託先の名称、再委託

が必要な理由を明記の上、事前に書面にて提出し、川越市の承諾を得る必要がある。 
３ 支払い方法については月払いとする。 
 
（業務従事者の要件及び届出） 
第１０条 受注者は業務の履行にあたり、水道施設の運転管理及び維持管理に関する技術を有し

た者を配置しなければならない。なお、業務従事者（以下「従事者」という。）は、特記仕様書

に定める資格等を有すること。 
２ 受注者は、従事者の職務分担等（従事者の資格を証明するものを含む）を記載した従事者名

簿を届出ること。また、原則として、受注者が自己の理由により従事者を変更しようとすると

きは、１箇月前までに発注者に変更後の業務従事者名簿を提出し、承認を得なければならない。 
３ 受注者は、従事者を変更する場合、新規従事者に十分な研修及び実習を行った後に変更する

ものとする。 
４ 発注者が受注者の従事者について業務の履行上著しく不適格と認められる場合は、受注者は

速やかに適格者に変更しなければならない。 
５ 受注者は、水道施設において内部者によるテロ等を未然に防止するため、従事者の配置にあ

たっては特段の配慮を行うこと。 
 
（業務総括責任者の選任及び職務） 
第１１条 受注者は、業務総括責任者を定め、氏名その他の必要事項を書面にて発注者に届出す

ることとし、業務総括責任者を変更したときも同様とすること。 
２ 業務総括責任者は、現場の最高責任者として、従事者の指揮、監督、技術技能の向上、労働

安全衛生の確保、勤怠管理を行うとともに、事故防止に努めること。 
３ 業務総括責任者は、契約書、本仕様書、特記仕様書、完成図書、その他関係書類により、業

務の目的、内容を十分理解し、施設の機能を把握し、監督員と密接な連絡を取り、業務の適正

かつ円滑な遂行を図ること。 
４ 業務総括責任者は、設備及び管理状況を常に的確に掌握し、いかなる場合においても対処で

きる体制の確保に努めること。 
 
（提出書類） 
第１２条 受注者は、次に掲げる書類について、発注者が指定する日までに作成して提出し発注

者の承認を得なければならない。また、委託期間中に変更が生じる時は速やかに変更の書類を

発注者に提出しなければならない。 
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（１）契約締結後、業務開始前までに速やかに提出する書類。 
ア 業務計画書（業務概要、現場組織、業務工程、業務方法等） 
イ 管理技術者届（雇用関係証明、資格証明を含む。） 
ウ 業務総括責任者選任届（経歴書、資格証明を含む。） 
エ 業務従事者名簿並びに各従事者の経歴書及び写真 
オ 従事者の健康診断書 
カ 従事者の細菌検査証明書（以降６ヶ月に１度） 
キ 勤務予定表（以降前月の末日まで） 
ク その他発注者が要求する書類 

（２）定期報告書類 
  ア 業務報告書（内容については特記仕様書のとおりとする。） 
   １）日報 

２）月報（※委託業務実施報告書） 
  ※翌月の１０日まで、ただし年度末月及び令和１０年９月分については当月末とする。 

３）年報 
  イ 業務予定表 
  ウ 水質毎日検査結果 
  エ 修繕報告書 
  オ その他発注者が要求する書類 
（３）業務実施後速やかに提出する書類 
  ア 委託業務実施報告書 
  イ その他発注者が要求する書類 
（４）随時提出する書類 
  ア 打合せ議事録 
  イ その他発注者が要求する書類 
 
（業務計画書） 
第１３条 受注者は、業務計画を策定し提出すること。なお、業務計画書には、次の事項につい

て記載しなければならない。 
（１）業務概要に関すること 
  業務方針並びに業務の概要 
（２）現場組織に関すること 

現場組織表、業務分担表、緊急時の体制及び連絡体制 
（３）業務工程に関すること 
  年間業務工程表、労務計画表 
（４）業務方法に関すること 
  業務要領並びに運転指標、設備点検基準（周期、項目等） 
（５）安全衛生管理に関すること 
  安全衛生管理対策、安全衛生管理計画表、研修計画表、安全衛生管理組織表 
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（６）保全、保安管理に関すること 
  保全、保安教育の内容及び教育実施予定表 
（７）各種報告書様式 
（８）その他必要事項 
 
（年間業務報告書等） 
第１４条 受注者は、業務委託実施計画書及び本仕様書に定めるところによる運転監視、保守点

検等業務の履行に係る年間業務報告書等を提出しなければならない。 
 
（月間業務計画書及び月間業務完了報告書等） 
第１５条 受注者は、年間業務計画に基づき、あらかじめ発注者と協議し、特記仕様書に記する

諸事項を踏まえて作成した月間業務計画書を提出しなければならない。なお、詳細な諸事項が

必要な場合は、月間業務計画書に添付して提出すること。 
２ 月間業務計画書を変更する必要が生じた場合は、発注者と協議しなければならない。 
３ 受注者は、月間業務計画書に基づき業務を進行し、特記仕様書に記する内容等により月間業

務完了報告書を提出しなければならない。なお、詳細な諸事項が必要な場合は、月間業務報告

書に添付して提出すること。 
 
（委託業務記録等の整備） 
第１６条 受注者は、業務記録など業務の履行又は確認に必要な書類を常に整備し、発注者が提

出を求めた場合は、速やかに提出しなければならない。 
２ 委託業務記録は、特記仕様書に記すほか、受注者が必要と思われる記録類とする。また、特

記仕様書に記す委託業務記録類について変更が必要な場合は、発注者との協議による。 
 
（業務管理） 
第１７条 受注者は、常に善良なる管理の下において責任をもって、業務を履行しなければなら

ない。 
２ 受注者は、受水場等の構造、性能、系統及びその周辺の状況を熟知し、受水場等の運転に精

通するとともに、業務の履行に当たって常に問題意識をもってこれに当たり、設備の予防保全

に努めること。 
３ 受注者は、地域住民と十分に協調を保ち、業務の円滑な進捗を期すること。 
 
（業務の引継ぎ） 
第１８条 従事者間の引継ぎは、運転日誌等により行うものとし、必要がある場合は、現場にお

いて補足説明を行う等、引継ぎに万全を期さなければならない。引継ぎにあたっては、以下の項

目について引継がなければならない。 
（１）業務計画 
（２）各種設備機器の運転状態 
（３）浄水処理並びに水質状況 
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（４）運転上の制約並びに第三者による工事等の内容 
（５）その他運転管理業務に必要な事項 
   なお、運転日誌等は、毎日（休日等の場合は翌日等）発注者に提出し、運転管理状況等を

説明の上、確認を受けなければならない。 
 
（貸与品等） 
第１９条 本業務委託の実施に際し、受注者が業務遂行上必要とする完成図書、特殊工具等の貸

与品等は、発注者の承諾を得て、無償で使用することができる。 
２ 貸与品等について受注者が台帳等を作成し、その保管状況を常に掌握し管理する。なお、受

注者の故意又は過失により貸与品に毀損、盗難、紛失等があった場合は、受注者が弁償しなけ

ればならない。また、貸与された鍵類は複製しないものとする。 
 
（緊急時の体制） 
第２０条 受注者は、大雨、台風、地震、その他重大事故（施設の損壊、設備の重大な損壊、突

発的な停電、水質の悪化及び機器異常）等の緊急事態に備え、速やかに従事者を非常招集でき

る体制を確保しなければならない。なお、非常招集等の詳細は業務計画書に記載するものとす

る。 
 
（緊急時の措置） 
第２１条 受注者は、大雨、台風、地震、その他重大事故等の緊急事態が発生した場合には、直

ちにその状況を発注者に報告するとともに、対応を協議しなければならない。なお、緊急時の

運転等について発注者が指示した場合は、発注者の指示に従い、運転方法の変更や、その他の

対応措置を行うものとする。 
 
（事故の報告） 
第２２条 受注者は、業務の履行中に事故が発生した場合は、直ちに必要な措置を講じるととも

に、事故の発生原因、被害状況、経過及び講じた措置等について、逐次、発注者に文書等によ

り速やかに報告しなければならない。 
 
（安全の確保） 
第２３条 受注者は、労働安全衛生法及びその他関係法令の定めるところにより、業務上守らな

ければならない安全に関する事項を定めるとともに、安全管理に必要な措置を講じ、定期的な

安全教育を行い、労働災害の発生防止に努めなければならない。 
２ 受注者は、業務の履行にあたり、リスクアセスメントを行い、発注者に報告の上、必要な安

全対策を講じるとともに、適切な作業方法の選択及び適切な従事者の配置を行い、危険防止に

努めなければならない。 
３ 受注者は、業務の履行場所及びその付近で行われる他の委託、修繕又は工事がある場合は、

常に協力して安全管理に支障が無いように措置を講じなければならない。 
４ 受注者は、業務の履行にあたり安全上の障害が生じた場合には、直ちに必要な措置を講じる
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とともに、発注者に文書により報告を行い、追加措置について協議しなければならない。 
５ 受注者は、契約締結後、速やかに関係官公署等に作業に必要な道路使用、交通制限の届出又

は許可申請を行い、その許可を受けること。 
 
（故障時の対応） 
第２４条 受注者は、施設、設備、機器類に故障、異常が発生した場合は、直ちに調査、点検、

復旧（仮復旧）を行うこと。また、調査、点検後は発注者にその故障内容等について詳細な報

告を行わなければならない。 
 
（施設の保全） 
第２５条 受注者は、業務の実施にあたっては、既存の構造物等に損傷を与えないようにしなけ

ればならない。 
２ 受注者は、万一、損傷等を与えた場合は、発注者に報告し、協議の上、受注者の責任におい

て復旧しなければならない。 
 
（守秘義務） 
第２６条 受注者は、当該施設、当該業務に関して業務上知り得た秘密を第三者に漏らしてはな

らない。このことは、契約の解除後及び契約の終了後においても同様とする。 
 
（施設の一般管理） 
第２７条 受注者は、施設及びその周辺は常に清掃を心掛け、不要な物品等を整理整頓しなけれ

ばならない。また、従事者の安全衛生を確保するため、必要に応じて施設に安全衛生対策を施

さなければならない。 
 
（事務室等の自主管理） 
第２８条 受注者は、水道施設内の一部を事務室等として使用する場合には、発注者の許可を受

けるとともに受注者の責任において維持管理を行わなければならない。 
２ 事務室等の使用期間中、受注者の原因により汚損等があった場合は、受注者の負担により現

状回復しなければならない。 
３ 業務に直接係る事務室等の使用に伴う電気、ガス、水道等の使用にあたっては節約に努めな

ければならない。 
 
（火災の防止） 
第２９条 受注者は、受注施設の火災の発生を未然に防止するため、火気の正確な取扱及び後始

末を徹底させ、火災防止に努めなければならない。 
 
（侵入者の防止等） 
第３０条 受注者は、設備機器、備品工具等の盗難及び水道施設への不法侵入を防止するため、

十分に注意しなければならない。 
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２ 受注者は、施錠、解錠の管理を確実に行わなければならない。 
 
（創意工夫） 
第３１条 受注者は、業務の履行にあたり、常に創意工夫を心がけ施設の効率化を目指さなけれ

ばならない。なお、施設の改変に及ぶ場合には、発注者と協議した上で実施しなければならな

い。 
 
（従事者の服装等） 
第３２条 受注者は、従事者に安全かつ清潔で統一した服装をさせ、胸に名札を着用させるとと

もに、対応については、部外者から指摘を受けないようにしなければならない。 
 
（従事者の教育及び訓練） 
第３３条 受注者は、運転・維持管理（運転監視、保守点検、測定等）に従事する者に対して、

必要な知識及び技能に関する運転マニュアル等を作成し、教育をしなければならない。 
２ 受注者は、運転・維持管理に従事する者に対し、事故その他災害が発生したときの処置につ

いて、危機管理マニュアルを作成し、実地指導、訓練を行わなければならない。 
３ 受注者は、運転・維持管理に通じた従事者の育成を図り、従事者の資質・技術向上に努めな

ければならない。従事者は、常に施設の状態、状況を正確に把握して、業務を遂行しなければ

ならない。 
 
（履行期間終了に伴う業務引継ぎ） 
第３４条 受注者は、委託業務が終了した時、又は契約が解除された時は、本業務に支障が生じ

ることが無いよう、発注者が指定する者に対象施設・設備の運転監視及び保守点検に係る業務

引継ぎを誠実に行わなければならない。 
２ 受注者は、引継ぎのために必要となる業務に関する留意事項、マニュアルその他必要な資料

を含む引継ぎ文書を作成すること。 
３ 業務引継ぎに係る費用は、受注者の負担とする。 
 
（運転監視業務） 
第３５条 運転監視業務の主な内容は本条に記すほか、特記仕様書のとおりとする。 
（１）受水場等の設備機器の運転制御 
（２）受水場等委託施設の監視及び記録 
（３）受水場等の故障・緊急時の対応 
（４）業務継承と引継ぎ 
（５）報告書等の作成整理 
（６）マニュアルの作成と見直し 
（７）その他業務上必要な諸作業 
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（保守点検業務） 
第３６条 保守点検業務の主な内容は本条に記すほか、特記仕様書のとおりとする。 
（１）日常点検 
（２）定期点検 
（３）建築付帯設備点検 
（４）補修業務 
（５）その他業務上必要な諸作業 
（６）（１）から（５）までの結果記録並びに報告書作成 
 
（水質毎日検査業務） 
第３７条 市内の指定した地点において、水道法２０条による水質毎日検査を行う業務であり、

その結果を発注者に即日報告する。なお、検査項目及び検査地点は特記仕様書に記載するもの

とする。 
 
（その他業務） 
第３８条 その他業務の主な内容は本条に記すほか、特記仕様書のとおりとする。 
（１）受水場等の範囲内の簡易清掃及び簡易除草 
（２）緊急時の対応業務 
（３）物品管理業務 
（４）薬品、灯油等の受入れ立会い業務 
（５）発注者が別に発注する業務対応等（委託・修繕・工事等） 
（６）平日夜間及び土日休日における、電話・来場者への対応 
（７）平日夜間及び土日休日における、災害緊急時における職員への連絡 
（８）その他必要な業務 
（９）（１）から（８）までの結果記録並びに報告書作成 
 
（簡易な修繕等） 
第３９条 受注者は、点検整備等により発見した不良箇所若しくは、故障の原因となった箇所の

うち、一般的工具類を使用し、現場で修理可能なものについては、作業を実施し、終了後写真

等を添付し報告すること。ただし、緊急を要する場合においては、応急措置を行うとともに、

発注者に報告すること。 
２ 設備の簡易な修繕、調整に必要な工具類、カメラ、安全対策器具については受注者の負担と

する。 
３ 受注者は、本条第１項において、特に緊急を要する際に必要とされる交換消耗部品等につい 

て、事前に発注者へ報告し承諾を得た上で、直接経費から緊急時購入費として負担する。詳細 
については特記仕様書のとおりとする。 

 
（範囲外業務への補助） 
第４０条 受注者は、次の業務に関し補助を行うものとする。 
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（１）見学者対応 
（２）発注者が行う催事への協力 
 
（施設の監視及び制御） 
第４１条 受注者の業務対象施設の監視及び制御は、次のとおりとする。  
（１）受変電設備の監視 
（２）取水井戸の監視及び制御 
（３）受水場等の水位及び流量などの監視及び制御 
（４）受水場等のポンプ施設の流量監視及び制御 
（５）ろ過設備の運転監視及び制御 
（６）濁度、pH 値、残留塩素等水質の監視 
（７）薬品等の注入量の監視及び制御 
（８）薬品、潤滑油脂類などの残量記録 
２ 次に掲げるものは、受注者の判断で実施し、発注者に報告することとする。 
（１）浄水過程における、経済的かつ適正な運転管理 
（２）取水・配水設備の適正な流量管理 
３ 受注者は、運転監視日誌を作成し、運転の変更、故障、警報の発生等運転監視及び制御に必

要なものについては記録し、提出しなければならない。 
 
（保守点検） 
第４２条 受注者は、次の保守点検を実施するものとする。保守点検の頻度及び内容は特記仕様

書のとおりとする。 
（１）受変電設備 
（２）非常用発電機設備 
（３）取水井戸設備・水質監視局・増圧ポンプ施設・配水圧力制御施設 
（４）薬品注入設備 
（５）建物付帯設備機器 
（６）場内各所の状況 
（７）ろ過設備 
（８）その他業務上必要な保守点検 
２ 受注者は、各機器が正常に動作するように次の調整及び整備を実施するものとする。 
（１）各種ポンプ類の消耗品の交換及び調整 
（２）各種電動機類の消耗品の交換及び調整 
（３）各種ポンプ類のグリス補充 
（４）各流量計の流入量の調整 
（５）その他業務上必要な消耗品の交換及び調整 
 
（業務形態） 
第４３条 受注者は、業務の履行にあたり原則として次の業務形態により行うものとする。 
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（１）運転監視業務   ２４時間 
（２）保守点検業務   計画による 
（３）水質毎日検査業務 計画による 
（４）その他業務    計画による 
（５）緊急時の対応   必要の都度 
２ 今後の更新工事等により、受水場等の設備の変更に伴い業務形態の変更が生じた場合でも、

所定の能力が確保されるように、発注者、受注者双方が打ち合わせの上、業務形態を変更でき

るものとする。 
 
（勤務体制） 
第４４条 受注者は、業務委託実施計画書に、前条により勤務体制を定めるものとする。 
２ 運転監視業務は、常時監視という業務の観点から各勤務場所１名以上での体制とすること。  
 
（受注者の費用負担） 
第４５条 次に掲げる費用は受注者の負担とする。 
（１）受注者が専ら使用する什器、備品、事務機、事務用消耗品 
（２）受注者が専ら本業務を遂行する上で使用する通信費用等 
（３）報告及び記録用紙類 
（４）業務履行に必要な安全対策器具類 
（５）汎用工具類及び簡易計測器類 
（６）業務用自動車及びこれに必要な燃料費等 
（７）環境整備用品（清掃用具、ウエス等） 
（８）衛生用品（石鹸、消毒薬、救急用薬品等） 
（９）簡易な修繕等における直接購入費による交換消耗品等 
（10）潤滑油類(整備用グリスなど)、補修用塗料類等 
 
（発注者の費用負担） 
第４６条 次に掲げる費用は発注者の負担とする。 
（１）業務に直接係る電気、水道等光熱水費 
（２）運転管理に専ら使用する水道用薬品、燃料、電力等 
 
（経費の負担） 
第４７条 受注者が業務履行上で負担する経費は、受注者自らが業務履行上で直接的に必要な事

務費及び運転・維持管理費等とし、特記仕様書に定めるものとする。 
２ 発注者は準備期間中に発生した経費については負担しないものとする。 
 
（責任） 
第４８条 委託期間中に生じた運転及び維持管理上の不備、誤操作等による水質異常、機器等の

破損、故障等は、受注者の負担において速やかに補修、改善又は取替え若しくは、補償等によ
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り解決をすることとする。ただし、テロ及び天災事変等の事故による場合は、この限りでない。 
 
（雑則） 
第４９条 受注者は、本仕様書に明記されていない事項であっても、運転管理上当然必要な業務

等は、良識ある判断に基づいて行わなければならない。 
２ 運転等に関わる資料の提出を、発注者が要求した場合は、速やかに応じなければならない。 
３ 受注者は、発注者の承諾なく発注者の所有物を場外に持ち出し、又は、業務に必要としない

ものを持ち込んではならない。 
 
（保証人） 
第５０条 受注者は、委託業務を履行することができない場合に備えて、自己に代わって自ら委

託業務を履行することを保証する他の者を保証人として立てなければならない。更に保証人は、

受注者がその債務を履行しない場合において、その履行を成す責を連帯して負うものとする。 
 
（疑義等） 
第５１条 本仕様書に定めのない事項又は疑義が生じたときは、発注者、受注者双方協議の上、

定めるものとする。 
 

－以上－ 
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（目的） 

第１条  この特記仕様書は、標準仕様書について、特に必要な事項を定めることに

より、業務の円滑な遂行を図る事を目的とする。 

 

（業務の履行） 

第２条  受注者は、中福受水場及び霞ケ関第二浄水場等水道施設の運転管理及び水

質管理を適正に行うことにより、常に市民に安全な水道水を安定して供給するよ

うに、別に定める標準仕様書並びに本特記仕様書に基づき、誠実かつ安全確実に

業務を履行すること。 

 

（業務総括責任者及び業務従事者の能力、技術的基準及び選任） 

第３条  受注者は、下記の能力及び技術的基準を満たす者を選任し、発注者の承認

を得なければならない。 

（１）業務総括責任者（以下「総括」という。） 

ア  当該業務委託を実施する上で総括的な指揮、監督を行うことができ、また

発注者と緊密な連絡のもとに労務管理を円滑に遂行できる者であること。 

イ  浄配水場の運転管理業務に関して設備の構造を熟知し、本委託と同様な業

務経験を１０年以上有する者で、給水人口３０万人以上の事業体（水道法第

６条に規定する者）において浄水場又は配水場の運転管理業務を副業務総括

責任者以上の職で３年以上の実績がある者。 

ウ  水道浄水施設管理技士２級及び水道技術管理者の有資格者であること。 

エ  一般競争入札参加資格等確認申請書の提出日３ヶ月前から受注者と直接的

かつ恒常的な雇用関係にあること。 

（２）副業務総括責任者（以下「副総括」という。） 

ア  総括の補佐及び不在時の代行ができ、管理能力を有し各業務の責任者とし

て的確な判断ができる者であること。また、浄配水場の運転管理業務に関し

て、８年以上の実務経験を有する者であること。 

イ  水道浄水施設管理技士２級若しくは水道技術管理者の有資格者であること。 

ウ  一般競争入札参加資格等確認申請書の提出日３ヶ月前から受注者と直接的

かつ恒常的な雇用関係にあること。 

（３）主任 

ア  主体的に各業務を遂行できる者であること。また、浄配水場の運転管理業

務に関して、５年以上の実務経験を有する者であること。 

イ  水道浄水施設管理技士３級の有資格者であること。 

（４）技術員 

ア  基礎的な技術を有し、浄配水場の運転管理業務の実務経験を３年以上有す

る者であること。 

イ  水道浄水施設管理技士３級の有資格者であること。 

（５）技能員 

ア  各業務について必要とされる技術を有し、補助業務を遂行できる者である

こと。 

イ  毎日水質検査に係る業務を遂行できる者であること。 

 

（業務対象施設） 

第４条 受注者の行う業務対象施設は、別表１、２、３のとおりとする。 

 

（常駐勤務場所） 

第５条 受注者の常駐勤務場所は次のとおりとする。 

（１）中福受水場 

（２）霞ケ関第二浄水場  
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（業務内容） 

第６条 受注者の業務内容については、次のとおりとする。 

（１）運転監視業務 

水質及び各種計器等の監視を行い、常に運転の状況を把握し、水需要などの

状況変化に対応した県水の受水、地下水の取水及び浄水、更にこれらの配水を

行うため、各施設の機械及び装置の適正な操作を行う。そして、それに伴う各

種運転情報及び作業内容を記録して報告する。 

また、各施設において、異常及び故障を発見した場合は、初動対応として直

ちに委託業務に支障がないように適切な措置を講じるとともに、速やかに発注

者が指定する者に通報し、その指示に従わなければならない。 

   なお、各勤務場所で分担する施設及び主な運転監視業務は、別表４のとおり

とする。 

（２）保守点検業務 

発注者の指示に従って、運転に係る機械、計装及び電気設備に対し、日常お

よび定期に保守点検を行い異常の早期発見に努める。毎日の巡回点検は電気設

備計器等の指示値を確認・記録し、保管しなければならない。なお、点検頻度

は第９条、点検内容は別表５、６のとおりとする。定期点検の内容の点検頻度

においては発注者と協議の上実施することとする。 

また、これら点検対象に故障が生じた場合の簡易な修繕等については、その

内容を発注者と協議のうえ実施しなければならない。ただし、緊急を要する場

合は応急処置を行うとともに、発注者に報告し指示を受けなければならない。 

（３）水質毎日検査業務 

   市内８箇所の水質監視地点において、検査器具による残留塩素濃度・水温の

測定、色・濁りの有無の確認及び施設の点検を行い、その検査結果及び点検結

果を報告する業務である。水質監視地点については別表３のとおりとする。 

   また、水質監視局の設備異常等により監視不能となった場合には、対象水質

監視局にて前述の水質監視地点と同様に水質測定等を行い、報告すること。 

（４）その他業務 

ア  受水場等範囲内の簡易清掃及び簡易除草 

   １）定期的に無人浄水場内において、簡易的な清掃をすること。清掃箇所は

適宜、発注者とも協議しながら実施すること。詳細な内容については第１

０条のとおりとする。 

  ２）受水場等において、機械警備のセンサーの障害となる雑草や、近隣の苦

情対象となっている箇所を簡易的に除草すること。 

イ  緊急時の対応業務 

 １）運転管理業務に含む初期対応を除く、応援要員による現場作業、緊急時

の待機、清掃、後作業等を含む全般業務を行うこと。 

ウ  物品管理業務 

   １）受注者は、施設の運転管理に要する薬品・灯油・消耗品・油脂類の在庫

を管理し在庫不足により設備運転に影響を与えないこと。 

   ２）受注者は、前述の必要とされる物品について、発注者へ適切な数量等を

記入した物品購入依頼書を作成し提出すること。 

エ  薬品等の受入れ業務 

 １）受注者は、受水場等における水道用薬品、灯油等の受入れ立会い業務を

行うこと。 

オ  発注者が別に発注する業務対応等 

 １）受注者は、発注者が別に行う点検・工事・修繕等の準備、立会い、後片

付け等の業務において1名以上配置し行うこと。また、立会い等で疑義が生

じた場合は、都度発注者へ確認をとること。 

カ  平日夜間及び土日休日における対応等 

 １）各施設での電話及び来場者への対応、緊急時における職員への連絡を行

うこと。 

キ  その他必要な業務 

 １）火の元の後始末及び確認、出入口等の施錠及び点検入退出者の管理等、



 

 
3

各施設での電話対応及び文書又は物品の収受など行うこと。 

 ２）受水場等の施設を衛生的に維持し、最適な作業環境を確保すること。 

３）発注者の業務及び第三者に対し、支障を与えないように注意すること 

４）本仕様書に明記されていない事項であっても、本委託業務上必要な業務

であれば行うこと。 

 

（勤務体制） 

第７条  受注者は、第５条の各常駐勤務場所での運転監視業務について下記の勤務

体制とすること。 

（１）各施設共に水道浄水施設管理技士３級の有資格者で、浄配水場の運転管理業

務の実務経験を８年以上有する者を含めた１名以上での体制とすること。 

（２）緊急時の初動対応に際して、各施設に向かう場合においても、運転監視業務

に支障がない体制を取れるように配置すること。 

（３）運転監視業務に従事する者は、本業務に専念しなければならない。ただし、

第６条（４）については兼務できることとする。 

 

（有資格者） 

第８条 受注者は、下記の資格を有する者を配置すること。 

（１）水道浄水施設管理技士 ２級 

（２）水道浄水施設管理技士 ３級 

（３）水道技術管理者 

（４）電気主任技術者 

（５）電気工事士 

（６）危険物取扱者 乙種第４類 

（７）酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習修了 

（８）普通自動車第一種運転免許 

（９）低圧電気取扱者安全衛生特別教育 

（ 10）高圧電気取扱者安全衛生特別教育 

（ 11）刈払機取扱作業者安全衛生教育特別教育 

（ 12）その他労働安全関係で必要な資格者 

２  前号の資格者は、第６条における各業務に関して、適宜必要となる者を配置す

ること。 

 

（保守点検頻度） 

第９条 保守点検の頻度は次のとおりとする。 

（１）日常点検 

  ア  毎日（２箇所） 

   中福受水場、霞ケ関第二浄水場 

  イ  週１回（６箇所） 

   郭町浄水場、新宿浄水場、霞ケ関第一浄水場、今福浄水場、伊佐沼浄水場、

仙波浄水場 

※・地下タンク設備のある中福受水場、霞ケ関第二浄水場、郭町浄水場、仙

波浄水場の検尺、漏洩検知管の確認含む。 

ア、イの受・浄水場においては、保安規程にて定める市指定様式での電気

設備点検も含む。 

  ウ  月１回（４１箇所） 

   水源施設 

（２）定期点検（月１回） 

 ア  受・浄水場（８箇所）※上記の保安規程にて定める市指定様式での電気設

備点検も含む。 

  イ  水源施設 （４１箇所）（警報試験による対向試験は年１回とする。） 

  ウ  増圧ポンプ施設（２箇所） 

  エ  配水圧力制御施設（３箇所） 

  オ  水質監視局（１３箇所）  
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（簡易清掃） 

第１０条 簡易清掃の頻度及び対象は次のとおりとする。 

（１）頻度（各対象施設全てを月１回） 

（２）対象施設（６箇所） 

郭町浄水場、新宿浄水場、霞ケ関第一浄水場、今福浄水場、伊佐沼浄水場、

仙波浄水場 

（３）各施設の主な対象範囲 

   トイレ、屋内（主に監視室等）、屋外（ゴミ拾い）、屋上雨水排水溝等 

（４）清掃内容（内容については、適宜、各施設の状況によるものとする。） 

ア  床面の清掃 

モップによる清掃を実施し、状況により水拭きを行うこと。 

イ  金属類及びガラス等の清掃 

金属類については磨き美観を保つ。また、窓ガラスの室内側及びガラスド

アについても汚れが目立たないように水拭きを行うこと。 

ウ  流し台、洗面器、便器等の清掃 

衛生的で清潔な状態を維持するよう手入れすること。また、トイレットペ

ーパー、手洗い石鹸等の補充管理を行うこと。 

エ  紙屑等の清掃 

紙屑等は所定の場所へ適切に処分すること。 

オ  その他 

雑巾等は洗濯し、必要に応じて除菌を行うこと。また、清掃は指定された

もの以外にも汚れが目立つような場所があれば適宜行うこと。 

 

（簡易な修繕） 

第１１条  特に緊急を要する際に必要とされる交換消耗部品等を受注者が負担する

額は、緊急時購入費として当該年で２０万円とする。 

２  緊急時購入費の残高及び支出が明記された書類として、管理台帳を作成し関係

書類と併せて管理を行うこと。 

３  当該年に緊急時購入費の余剰金が発生した場合は、発注者、受注者双方協議の

上、対応するものとする。 

４  本条における当該年とは毎年１０月１日から翌年９月３０日までの１年間を示

すものとする。 

  

（委託業務の調査等） 

第１２条  発注者は、受注者に対して委託業務の処理状況について、随時、調査及

び必要な報告を求めることができるとともに、業務の実施について必要な指示を

することができる。 
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（別表１）受・浄水場及び水源施設、増圧ポンプ施設及び配水圧力制御施設 

名   称  所  在  地  

＜受・浄水場及び水源施設＞ 

郭町浄水場 

浄水場 川越市郭町２丁目１９番地１ 

第１水源 （郭町浄水場内） 

第２水源 川越市三久保町２０番地９ 

第３水源 川越市郭町２丁目２３番地１０ 

第４水源 川越市小仙波町２丁目４５番地５ 

新宿浄水場 

浄水場 川越市新宿町６丁目１０番地４ 

第１水源 （新宿浄水場内） 

第２水源 川越市新宿町６丁目３４番地１ 

第３水源 川越市新宿町４丁目３番地９ 

第４水源 川越市岸町３丁目３１番地１１ 

第５水源 川越市岸町２丁目４０番地１２ 

第６水源 川越市新宿町６丁目１７番地１１ 

第７水源 川越市岸町３丁目２０番地１４ 

第８水源 川越市中台元町１丁目５番地１６ 

霞ケ関第一浄水場 

浄水場 川越市大字的場２１７３番地１８ 

第１水源 （霞ケ関第一浄水場内） 

第２水源 川越市大字吉田６５０番地６ 

第３水源 川越市霞ケ関北１丁目１番地１ 

第４水源 川越市大字鯨井１５６０番地 

第５水源 川越市上戸新町１番地１５ 

今福浄水場 

浄水場 川越市大字今福３３３番地１ 

第１水源 （今福浄水場内） 

第２水源 川越市中台３丁目１９番地４ 

第３水源 川越市大字今福８８４番地３ 

第４水源 川越市南大塚６丁目１９番地１ 

第５水源 川越市南大塚６丁目３９番地１１ 

伊佐沼浄水場 

浄水場 川越市大字伊佐沼７００番地 

第１水源 （伊佐沼浄水場内） 

第２水源 川越市問屋町１番４ 

第３水源 川越市大字松郷１２１９番地１ 

第４水源 川越市大字伊佐沼５８３番地 

第５水源 川越市大字伊佐沼５７７番地 

第６水源 （伊佐沼浄水場内） 

仙波浄水場 

浄水場 川越市大字大仙波８４５番地１ 

第１水源 川越市大字南田島１９３９番地 

第２水源 川越市大字南田島７４６番地６ 

第３水源 川越市大字大仙波１０７８番地３ 

第４水源 川越市大字大仙波６７４番地３ 

第５水源 （仙波浄水場内） 

第６水源 川越市大字大仙波１１６７番地４ 

第７水源 川越市大字大仙波１１３０番地７ 

第８水源 川越市大字南田島１６１番地３ 

第９水源 川越市大字南田島７０番地５ 

第１０水源 川越市大字大仙波６６３番地１ 

霞ケ関第二浄水場 

浄水場 川越市大字笠幡８５番地２ 

第１水源 川越市大字笠幡８５番地２５２ 

第２水源 川越市かすみ野１丁目１０番地１ 

第３水源 （霞ケ関第二浄水場内） 

中福受水場 川越市大字中福３６０番地 
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名   称  所  在  地  

＜増圧ポンプ施設＞ 

笠幡増圧ポンプ施設 川越市大字笠幡２６２５番地４ 

大袋新田増圧ポンプ施設 川越市藤倉２丁目１７番地１９ 

下赤坂増圧ポンプ施設 （中福受水場内） 

＜配水圧力制御施設＞ 

脇田新町圧力制御施設 
川越市脇田新町１８番地７ 

川越市脇田新町８番１１地先 

新宿町６丁目圧力制御施設 川越市新宿町６丁目３４番地１ 

今福配水制御施設 川越市大字今福１２８３番地３ 

 

 

（別表２）水質監視局 

名   称  所  在  地  

中福受水場高区水質末端監視局 川越市東田町１７番地１ 

中福受水場低区水質末端監視局 川越市大字寺尾９７９番地２ 

新宿浄水場水質末端監視局 川越市今成２丁目４２番地１ 

今福浄水場水質末端監視局 川越市南大塚１丁目２０番地１ 

仙波浄水場水質末端監視局 川越市大字木野目１４５１番地 

伊佐沼浄水場水質末端監視局 川越市大字古谷上５４６５番地 

郭町浄水場水質末端監視局 川越市宮下町１丁目２１番地３ 

霞ケ関第二浄水場水質末端監視局 川越市大字笠幡２７３５番地 

霞ケ関第一浄水場水質末端監視局 川越市広谷新町４１番地４ 

芳野台北公園内水質末端監視局 川越市芳野台１丁目１０３番地７１ 

柳原公園内水質末端監視局 川越市大字古谷本郷１６１０番地１６ 

小畔の里クリーンセンター内 

水質末端監視局 

川越市大字平塚新田１６０番地 

笠幡増圧ポンプ施設水質監視局 （笠幡増圧ポンプ施設内） 

 

 

（別表３）毎日水質検査地点、配水系統及び所在地 

検  査  地  点 配水系統 所   在   地  

古谷本郷地内 中福 川越市大字古谷本郷１４８７番１地先 

萱沼地内 中福 川越市大字萱沼２３６５番１地先 

渋井地内 中福 川越市大字渋井６４１番２地先 

かし野台地内 中福 川越市かし野台２丁目２２番２地先 

菅間地内 高区 中福 川越市大字菅間８６５番４地先 

菅間地内 低区 中福 （菅間地内 高区内） 

下小坂地内 霞ケ関第二 川越市大字下小坂３３２番地先 

下広谷地内 霞ケ関第二 川越市大字下広谷１５５番３地先 

笠幡地内 霞ケ関第二 川越市大字笠幡２５８９番１地先 
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（別表４）各勤務場所で分担する施設及び主な運転監視業務 

 

 

    
勤 務 場 所             分担する施設 主 な 運 転 監 視 及 び 操 作 業 務                                     

 

 

中福受水場 

中福受水場 

仙波浄水場 

伊佐沼浄水場 

今福浄水場 

新宿浄水場 

郭町浄水場 

中福受水場監視室において、各種計

器等を監視することにより、分担する

施設の水質及び運転状況を把握して、

各施設の適切な運転操作を行う。具体

的には、中福受水場での県水の受水及

び配水、並びに仙波浄水場、伊佐沼浄

水場、今福浄水場、新宿浄水場及び郭

町浄水場での地下水の取水、浄水及び

配水の作業を行う。 

霞ケ関第二浄水場 
霞ケ関第二浄水場 

霞ケ関第一浄水場 

霞ケ関第二浄水場監視室において、

各種計器等を監視することにより、分

担する施設の水質及び運転状況を把握

して、各施設の適切な運転操作を行

う。具体的には、霞ケ関第二浄水場で

の県水の受水及び配水、並びに霞ケ関

第二浄水場及び霞ケ関第一浄水場での

地下水の取水、浄水及び配水の作業を

行う。 
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（別表５）保守点検業務（機械設備、建築設備点検内容） 

施設名 設備名 機器名 日常点検 定期点検 

建築設備 

建物設備 ―  外観、目視点検 

日常点検に準じる 

避雷針接地抵抗測定 

塗装等 

コンクリー

ト構造物設

備 

―  外観、目視点検 

日常点検に準じる 

避雷針接地抵抗測定 

 

取水設備 ポンプ設備 

ポンプ 
配管(漏水、発錆) 

圧力 (指示値) 

日常点検に準じる 

塗装等 

電動機 異音、振動 
電圧、運転電流、 

絶縁抵抗測定、塗装等 

浄水施設 

ポンプ設備 

ポンプ 

軸受点検、温度、異

音、振動、グランド

(漏水・発熱等)、 

配管(漏水、発錆)、 

圧力(指示値) 

軸受温度の測定、グラン

ドパッキンの調整・交

換、グリス補充・交換、 

振動測定、塗装等 

電動機 
軸受、温度、 

異音、振動 

電圧、運転電流、振動測

定、軸継手の水平・隙間

確認、軸受交換、塗装等 

電動弁 
グランド(漏水)、 

開閉状態 
日常点検に準じる 

除鉄・ 

除マンガン

設備 

配管 

損傷、漏水、腐食 

塗装状況、 

固定の適否 

日常点検に準じる 

塗装等 

弁類 
開閉状態、 

異音、漏水 
作動確認、塗装等 

缶体 
損傷、漏水、腐食、 

塗装状況 
日常点検に準じる 

次亜塩素酸

ナトリウム

注入設備 

注入機 
注入量、 

ガス溜りの有無 
ストレーナ―清掃 

タンク 
液位、貯留量、 

液漏れ、据付状況 
槽内部確認・清掃 

ポンプ 
異音、振動、 

配管(漏液、発錆) 
日常点検に準じる 

その他 

(弁室等) 

ポンプ設備

等 

ポンプ 

配管(漏水、発錆) 

圧力 (指示値) 

動作確認 

日常点検に準じる 

運転電流・絶縁抵抗測定 

オイル交換・塗装等 

電動弁 
配管(漏水、発錆) 

異音、振動・動作確認 

電圧、運転電流、 

絶縁抵抗測定・塗装等 



 

 
9

（別表６）保守点検業務（電気設備点検内容） 

設備名 機器名 日常点検 定期点検 

自家用発電 

設備 

自家用発電 

設備 
外観の確認 

保安運転による異音、 

振動、温度、油量、 

液漏れ等の確認 

直流電源設備 

無停電電源 

設備 

蓄電池 外観の確認 
液漏れ、液位, 

腐食等の確認 

ＣＶＣＦ盤 
外観、過熱、表示灯、 

指示値等の確認 

内部機器の損傷、腐食、 

発錆、変形、 

取付状況の確認 

直流電源盤 
外観、過熱、表示灯、 

指示値等の確認 

内部機器の損傷、腐食、 

発錆、変形、 

取付状況の確認 

ＵＰＳ装置 
外観、過熱、表示灯、 

指示値等の確認 
日常点検に準じる 

監視制御装置 

監視制御装置 
システムエラー 

チェック 
日常点検に準じる 

入出力装置 外観、過熱等の確認 

内部機器の損傷、腐食、 

発錆、変形、 

取付状況の確認 

イ ン タ ー フ ェ イ

ス装置、 

通信制御装置 

外観、過熱等の確認 

内部機器の損傷、腐食、 

発錆、変形、 

取付状況の確認 

補助継電器盤 
外観、過熱、表示灯、 

指示値等の確認 

内部機器の損傷、腐食、 

発錆、変形、 

取付状況の確認 

データ処理 

設備 
 

システムエラー 

チェック 
日常点検に準じる 

計装用計器 

計装設備 

流量計、圧力計 
外観、表示灯、 

指示値等の確認 
スパン調整、ゼロ点調整 

調 節 計 、 記 録 計

等 
外観、指示値等の確認 日常点検に準じる 

連続水質分析器 外観、指示値等の確認 検出部の清掃、調整 

計装盤 外観、指示値等の確認 

内部機器の損傷、腐食、 

発錆、変形、 

取付状況の確認 

遠 方 監 視 制 御

装置 
テレメータ 外観、表示灯等の確認 

内部機器の損傷、腐食、 

発錆、変形、 

取付状況の確認 
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設備名 機器名 日常点検 定期点検 

取水設備 

現場設備 

分電盤 

取水盤 

各 種 現 場 自 立 盤 等  

外観、表示灯等の確認 

内部機器の損傷、腐食、 

発錆、変形、取付状況の

確認、盤外清掃、盤内清

掃、警報試験（対向試験

等） 
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（別紙１） 

報告書類の記載内容 

（１） 日報（※様式は任意とする） 

１）天候、気温 

２）勤務時間 

３）報告者（担当者） 

４）委託場所 

５）配水ポンプ運転状況、時間 

６）故障報告事項 

７）引継ぎ事項 

８）その他記録・報告すべき事項 

 

（２） 水質毎日検査結果及び点検報告書（※様式は任意とする） 

１）天候、気温 

２）報告者（担当者） 

３）検査内容（色、濁り等） 

４）施設点検 

５）その他記録・報告すべき事項 

 

（３）月報（※様式は任意とする） 

１）日報記載事項 

２）配水ポンプ運転時間のまとめ 

３）故障報告事項のまとめ 

 

（４）年報（※様式は任意とする） 

１）月報記載事項の月集計 

２）必要な報告事項、その他 

 

（５）保守点検（日常・定期）（※様式は、原則Ａ４縦の横書きとする） 

１）天候、気温 

２）実施者 

３）対象設備・機器名称 

４）点検内容 

５）点検結果（点検結果、考察、所見、今後の計画、維持管理上の推奨事項等） 

６）交換部品（名称、仕様等） 

７）添付書類は必要に応じて以下のものを添付すること。 

・写真：整理する写真帳の大きさはＡ４とする。 

写真の大きさはＡ４に４枚程度入るものとする。 

撮影は、作業前、作業中、作業後及び使用機材、部品機材、新旧の機器部品並び 

各種点検、試運転等のデータ測定状況を撮影する。その際は、写真内容が分かる様に 

場所や作業内容等を写真帳に明記すること。 

 ・図面：機器を交換した場合は、機器図面や仕様書を添付する。 

 ・各種データ測定記録：各種点検、試運転等のデータ測定記録を記載する。 



受電電圧 6 kV 敷地面積 5,514.04 ㎡ 受電電圧 6 kV 受電電圧 6 kV
契約電力 176 kW 建物面積 262.69 ㎡ 契約電力 75 kW 契約電力 169 kW

○S.41年 9月
○配水ポンプ 敷地面積 3,709.09 ㎡ 敷地面積 10,071.98 ㎡ ○取水井（6井）　　計　653㎥/H

37ｋW×5台 45m/3.0 ㎥ /min 建物面積 307.90 ㎡ 建物面積 333.10 ㎡ ○配水池 RC 2,700㎥　2池
〔内1台可変速（VVVF）〕 ○S.29年 5月 ○S.42年 7月 ○滅菌設備　（購入次亜塩）　　1基

○配水ポンプ ○配水ポンプ ○ろ過機　　2基
GL＋23.40 ○取水井（5井）　　計　223㎥/H 75ｋW×2台 34m/7.0 ㎥ /min GL+13.00 GL+10.90 75ｋW×2台 46m/7.5 ㎥ /min ○直流電源装置

○配水池　　　　RC 1,200㎥　2池 〔内1台可変速（VVVF）〕 〔内1台可変速（VVVF）〕 ○自家発　　300KVA×1台
○滅菌設備　（購入次亜塩）　　1基 ○取水井（4井）　　計　313㎥/H 燃料灯油　９50ℓ
○ろ過機　　1基 ○配水池 RC   600㎥　1池
○直流電源装置 RC 2,000㎥　1池 脇田新町圧力制御施設 H18.6.26
○自家発　　200KVA×1台 ○滅菌設備　（購入次亜塩）　　1基 受電電圧 6 kV 制御弁　φ250

燃料灯油　950ℓ ○直流電源装置 契約電力 264 kW 従量電灯Ｂ　10A、低圧0.5KW
従量電灯Ｂ 30 A ○自家発　　300KVA×1台
低圧 25 kW 燃料灯油　950ℓ/750ℓ 敷地面積 9,251.00 ㎡ ○取水井（10井）　　計　1,225㎥/H
GL+45.80 建物面積 887.40 ㎡ ○配水池 PC 5,000㎥　1池

○S.46年 8月 PC 9,000㎥　1池
○配水ポンプ ○滅菌設備　（購入次亜塩）　　1基

入間川以西 入間川以東 GL+9.00 90ｋW×4台 37m/8.9 ㎥ /min ○直流電源装置
監 視 〔内2台可変速（VVVF）〕 ○自家発　　625KVA×1台

N 燃料灯油　1,900ℓ/950ℓ
敷地面積 200.00 ㎡ T ■

T TC/TM ■ 新宿町６丁目配水制御施設　 H20.4.7
回 ■ 制御弁　φ450

増圧ポンプ　7.5kW×3台 線 ■ 受電電圧 6 kV 従量電灯Ｂ　20A、低圧18kW
　　　　　（内予備1台） ■ 契約電力 150 kW

受水槽　　60㎥
操 作 敷地面積 4,793.33 ㎡ ○取水井（8井）　　計　547㎥/H

ＮＴＴ回線 建物面積 306.25 ㎡ ○配水池 RC 1,850㎥　2池
GL +41.70 TC/TM ○S.35年 10月 ○滅菌設備　（購入次亜塩）　　1基

○配水ポンプ ○直流電源装置
■ GL +35.50 受電電圧 6 kV GL+23.50 55ｋW×3台 34m/6.3 ㎥ /min ○自家発　　300KVA×1台

契約電力 355 kW 〔内1台可変速（V V V F）〕 燃料灯油　990ℓ/700ℓ
受電電圧 6 kV
契約電力 322 kW 今福配水制御施設　 H23.3.1

敷地面積 20,909.30 ㎡ 制御弁　φ500
敷地面積 11,529.91 ㎡ 建物面積 836.85 ㎡ 受電電圧 6 kV 従量電灯Ｂ　20A、低圧0.5KW
建物面積 1,264.74 ㎡ ○S.49年 7月 契約電力 108 kW
○S.47年 5月 ○配水ポンプ
○配水ポンプ 220kW×4台 35m/25 ㎥/min 敷地面積 4,019.78 ㎡ ○取水井（5井）　　計　337㎥/H

160kW×4台 45m/15.0 ㎥ /min 〔内可変速２台（VVVF）〕 建物面積 178.60 ㎡ ○配水池 RC 1,000㎥　2池
〔内2台可変速（VVVF）〕 吐出圧一定制御 ○S.41年10月 ○滅菌設備　（購入次亜塩）　　1基
推定末端圧力制御 ○配水池     SIC 15,000㎥ 2 池 ○配水ポンプ ○直流電源装置

○取水井（3井）　　計　207㎥/H PC 20,000㎥ 1 池 GL+32.40 30ｋｗ×3台 36m/2.7 ㎥ /min ○自家発　　150KVA×1台
○配水池 RC  3,500㎥　1池（使用中止） 低区用 PC 20,000㎥ 1 池 〔内1台可変速（V V V F）〕 燃料灯油　950ℓ

RC  4,900㎥　1池（使用中止） ○滅菌機　（購入次亜塩）追塩用　　1基
PC 10,000㎥　1池 ○直流電源装置 ○配水池 20 池 ○配水ポンプ ○発電機
PC 15,000㎥　1池 ○C V C F 内 PC 6 池 台 8 台

○滅菌設備　（購入次亜塩）井戸用　　1基 ○自家発　　1000KVA×1台 SIP 2 池 kw 3,625 KVA
○滅菌設備　（購入次亜塩）追塩用　　1基 燃料灯油　950ℓ/1900ℓ/20000ℓ 敷地面積　112㎡ RC 12 池（内2池 ○増圧ポンプ ○受水槽(SUS)
○ろ過機　　1基 下赤坂増圧ポンプ施設 従量電灯Ｃ  6KVA 訳 使用中止） 台 1 槽
○直流電源装置 動力電圧　200Ｖ 低圧　      　17kW 計125,100 ㎥ kw 60 ㎥
○自家発　　750KVA×1台 増圧ポンプ　11kW×3台 増圧ポンプ（ﾕﾆｯﾄ）

燃料灯油　950ℓ/2000ℓ/13000ℓ 3.7kW×2台

現 状 の 設 備 概 要

伊佐沼浄水場

監
視

霞ケ関第一浄水場

無人  S48.5  　　■

無人  H15.3  　　■

郭町浄水場

無人S48.6 　■

操
作

笠幡増圧ポンプ施設

監
視

新宿浄水場

■　無人 H10.3

仙波浄水場

■　無人 S52.4

　　有　　　人

中福受水場　　　　　　　　　　■

■　無人 S55.4

62.9

大袋新田増圧
ポンプ施設

■無人　H19.10.3

※　契約電力は過去1年間の最大需要電力により変動

2,620

　　有　　　人  　　　　　■

27

8

霞ケ関第二浄水場

H18.5.23

今福浄水場

■　無人 S55.4



1500m500 0 500 1000

中福受水場

下赤坂増圧
ポンプ施設

今福浄水場

伊佐沼浄水場

仙波浄水場

新宿浄水場

霞ケ関第二浄水場

霞ケ関第一浄水場

P

笠幡増圧ポンプ施設

霞ケ関第二末端監視局

笠幡地内

P

大袋新田増圧ポンプ施設

かし野台地内

今福末端監視局

新宿末端監視局

中福低区末端監視局

仙波末端監視局

柳原公園内末端監視局

伊佐沼末端監視局

郭町末端監視局

中福高区末端監視局

郭町浄水場

上下水道局

霞ケ関第一末端監視局

下広谷地内

古谷本郷地内

渋井地内

菅間地内

下小坂地内
芳野台北公園内末端監視局

小畔の里末端監視局

伊佐沼第１、６水源

仙波第５水源

新宿第１水源

今福第１水源

霞ケ関第一第１水源

霞ケ関第二第３水源

郭町第１水源

・

・ ・
・

今福第２水源

今福第３水源今福第４水源

今福第５水源

・
・

・・
・

・

・

新宿第６水源

新宿第２水源

新宿第８水源

新宿第３水源

新宿第４水源
新宿第７水源

新宿第５水源

郭町第２水源

・
・郭町第３水源

郭町第４水源
・

・

・

・
伊佐沼第５水源

伊佐沼第３水源

伊佐沼第４水源

伊佐沼第２水源

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

仙波第１０水源

仙波第６水源

仙波第４水源

仙波第３水源

仙波第２水源

仙波第１水源

仙波第７水源
仙波第９水源

仙波第８水源

・

・
霞ケ関第二第１水源

霞ケ関第二第２水源

・

・

・

・

霞ケ関第一第２水源

霞ケ関第一第４水源

霞ケ関第一第３水源

霞ケ関第一第５水源

▲

▲

▲

▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲ ▲

▲

■

■

■

■

■

■

脇田新町圧力制御施設

新宿町６丁目
圧力制御施設

今福配水制御施設

業務対象施設位置図

凡　例

行政区域

増圧ポンプ施設

受・浄水場

水　源

水質監視局

水質監視地点

P

▲
配水圧力制御施設

■

■
萱沼地内

▲

笠幡増圧ポンプ施設水質監視局


